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【概要】 

 多様なタンパク質の細胞内での位置(局在)を明らかにします。そこからタンパク質の相互作用の可能性

を検証します。また、局在化機構を解明して、細菌細胞を用いた高効率固定化担体を開発します。 

【研究内容】 

タンパク質は細胞の中で特定の位置に集まって存在する(局在する)ことで正しく機能しています。当研

究室では蛍光色素や抗体を用いた蛍光染色、GFP などの蛍光タンパク質を用いてその局在性を明らかに

しています。複数のタンパク質の局在性を同時に観察することで、共局在や相互作用の可能性を検証する

こともできます。またこの手法を用いて、タンパク質の局在化機構を明らかにし、細菌細胞において特定の

酵素を局在化させ、高効率の固定化担体として利用することを目指しています。 

 

細胞内において、もし二つのタンパク質が同じところに存在し(共局在)、片方が失われたとき、もう片方の

局在が影響を受けるとすれば、二つのタンパク質の相互作用の可能性が示唆されます。 

【実用化・活用が見込まれる分野・対象業種等】 

 タンパク質の局在性・相互作用解析、細菌細胞を用いた高効率酵素固定化担体の作製、酵素業界 
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